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なつかしい昔話や名作をアニメーションで上映

します。親子で一緒にお楽しみください。

と　き ４月２０日 g １４時～１５時

ところ 市立図書館　３階研修室

内　容 ○しっぱい　いっぱい　もいっかい

○ニャンダーかめんのこうつうあんぜん

○うぐいす姫

4月の休館日
◆ 毎週月曜日
◆ 18日（第3木曜日）
◆ 29日（みどりの日）
◆ 30日（みどりの日振替）
なお、毎週金曜日は

20時まで開館しています。

原子力緊急事態応急対策拠点施設（オフサイトセ

ンター）の指定を受けた「福井県敦賀原子力防災セ

ンター」が美浜、高浜、大飯の同センターとともに

開設しました。この施設は、万一の原子力災害時に

国、県、関係市町村、警察、消防等の防災関係機関

が集結し、一体となって災害応急対策などを行なう

ための拠点施設で、必要となるスペースの確保、通

信や情報収集などに必要な機器を整備しました。河

瀬市長は、式典の中で「この拠点施設が、市民の安

心と安全のため十分役割を果たすことを期待する。」

と述べました。

「 山
さ ん

水
す い

」 西 村
に し む ら

翠
す い

佳
か

「 山
さ ん

水
す い

」 藤 長
ふ じ な が

恵 仙
け い せ ん

4月の市民ギャラリー　【 書 】

西畑
に し は た

翠玉
すいぎょく

＜井蛙会
せいあかい

＞

3月の市民ギャラリー【日本画】

＜敦賀南画教室＞

平成１３年度敦賀市スポーツ優秀選手賞と体育協

会優秀選手賞等表彰式をプラザ萬象で開催しました。

今年度は、陸上競技で全国２位以上の成績を挙げた

林由佳さん（中央大学）と熊谷史子さん（敦賀高校）

また、それぞれの種目で輝かしい成績を挙げた８６

人と２０団体が受賞しました。受賞者を代表して熊

谷さんが「多くの人の支えでがんばれた。これから

もスポーツを通じていろんなことを学んでいきた

い。」と謝辞を述べました。

3月1日 F～　　市役所 市民ホール

スポーツ優秀選手賞表彰式
２月２７日

福
井
県
敦
賀
原
子
力

防
災
セ
ン
タ
ー
開
設
式

２
月
24
日

問合せ 市立図書館　1２２－１８６８

野坂区に室町時代から伝わる「だのせ祭り」（県の指定民

俗文化財）が野坂神社、野坂公民館で行われました。素襖

を着た男衆や子どもたちが、音頭に合わせ「だのせのせの

や～」と合いの手を入れながら田打ちや田植え踊りを舞い、

今年の豊作を祈りました。

だのせのせのや～　２月１７日

日本原子力発電!敦賀発電所３・４号機の設置に係る

第１次公開ヒアリングが市民文化センターで開催されま

した。河瀬市長は、「原子力発電に否定的な市民も議論

の場に参加し、整然とした中で終了したことは、意義深

いこと。国や事業者は、今回の住民意見を慎重に検討審

議し、今後の施策に反映されることを強く期待する。」

と談話を述べました。

あなたが写っていたら、連絡ください。写真を

差し上げます。 広報広聴課　1２２－８１１２

「あきた産業交流展 i n 敦賀」がきらめきみな

と館で開催されました。この交流展は、敦賀～

秋田～苫小牧間の定期フェリー航路増便（平成

１２年１０月１１日）を機に、秋田の技術や情

報、人などを紹介するもので今年で２回目。両

日でおよそ４，０００人が来場し、ユニークな

発想や知恵に触れ、新たな秋田を発掘していま

した。

「あきた」の風を感じて！
２月２３～２４日

第１次公開ヒアリング
２月２２日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
体
力
テ
ス
ト

２
月
23
日

スポーツ少年団員が一堂に会して、体力テストを行いま

した。立ち幅跳び、上体おこし、腕立て伏せ、時間往復走、

５分間走の５種目に、およそ５８０人の子どもたちが挑み

ました。敦賀には２５のスポーツ少年団がありますが、同

じ種目以外は顔を合わせる機会はほとんど無く、当日はお

互いを気にしながらも、一生懸命がんばりました。
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文
　
化
　
課
　
1

22
・
８
１
５
２

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

春
風
に
乗
っ
て

歌
の
花
束
を
お
届
け
し
ま
す
！

と
　
き

３
月
25
日
b

12
時
20
分
〜

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

出
　
演

少
年
少
女
合
唱
団
マ
ー
レ

曲
　
目

V

春
の
メ
ド
レ
ー
　
ど
こ
か
で
春
が

〜
ど
じ
ょ
っ
こ
ふ
な
っ
こ
〜
春
の

小
川
〜
ち
ょ
う
ち
ょ

V

わ
ら
べ
う
た
　
か
ご
め
か
ご
め
〜

ず
い
ず
い
ず
っ
こ
ろ
ば
し
〜
と
う

り
ゃ
ん
せ

V

手
話
コ
ー
ラ
ス
　
ビ
リ
ー
ブ

生
活
環
境
課
　
1

22
・
８
１
２
１

敦
賀
市
環
境
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

環
境
基
本
計
画
そ
の
他
環
境
の
保
全

等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
調

査
・
審
議
す
る
、
敦
賀
市
環
境
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
２

年
で
す
。

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

環
境
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
400
字
詰

め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）
を
添
え
て
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

募
集
人
数

４
人

募
集
締
切

４
月
12
日
f

（
必
着
）

応
募
先

〒
914
・
８
５
０
１

敦
賀
市
中
央
町
２
丁
目
１
ー
１

敦
賀
市
役
所
生
活
環
境
課

上
水
道
課
　
1

22
・
８
１
４
４

上
水
道
メ
ー
タ
ー
の

調
査
を
し
ま
す

上
水
道
の
維
持
管
理
と
災
害
時
の
迅

速
な
対
応
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
（
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
）
構
築
の
た
め
、
４
月
１

日
よ
り
委
託
業
者
に
よ
る
各
家
庭
の
上
水

道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
位
置
等
を
確

認
す
る
作
業
を
行
い
ま
す
。

※
調
査
期
間
、
区
域
等
は
３
月
下
旬
に
行

政
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
４
ch
）
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
作
業
員
に
不
審
を
も
た
れ
た
方
は
、

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る
か
、

上
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
般
健
康
相
談
の
開

催
日
が
変
わ
り
ま
す

現
在
、
二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
一
般
健
康
相
談
は
、
４
月
１

日
か
ら
開
催
曜
日
が
変
わ
り
ま
す
。

現
　
在

毎
週
月
･
金
曜
日

４
月
１
日
か
ら

毎
週
月
･
木
曜
日

※
時
間
（
13
時
〜
14
時
）、
会
場
（
二
州

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
は
変
わ
り
ま

せ
ん

問
合
せ

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1

22
・
３
７
４
７

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣

を
見
つ
け
た
ら
・
・
・

３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
カ
ラ
ス

が
産
卵
の
た
め
電
柱
に
巣
を
作
り
ま
す
。

こ
の
巣
は
停
電
の
原
因
と
な
る
恐
れ
が
あ

り
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。
巣
を
見
か
け
た

ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
カ
ラ
ス
は
ハ
ン
ガ
ー

な
ど
の
針
金
を
使
っ
て
巣
を
作
り
ま
す
。

洗
濯
物
干
し
に
使
っ
て
い
る
針
金
ハ
ン
ガ

ー
な
ど
を
カ
ラ
ス
に
と
ら
れ
な
い
よ
う
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
連
絡
先

北
陸
電
力
敦
賀
営
業
所

7

０
１
２
０
・
３
７
６
４
５
３

福
井
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

無

料

登

記

相

談

４
月
１
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

と
　
き

４
月
１
日
b

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

問
合
せ

斎
二

さ
い
に

幸
一

こ
う
い
ち

事
務
所

1

22
・
４
４
４
５

４月１日 B～４月１５日 B 金崎宮境内

太平記で有名な南北朝の悲話を後世に伝え、志士た

ちの霊を慰めるために、桜の名所として有名な金崎宮

で繰り広げられます。夜桜見物の男女が「花換えまし

ょう」と声を掛け合い、お互いの桜の小枝を交換する

ことによって想いを伝えたといわれる、伝統あるロマ

ンチックなまつりです。

「花換え」をしたカップルは将来幸せに恵まれると

いわれ、毎年多くの若者が訪れています。

期間中は桜のライトアップをはじめ、土・日曜日に

は花換神事や豪華賞品が当たる抽選会のほか、歴史ロ

マンウォーキング、甲賀流伴党忍術演武、夜桜花火、

火縄銃の演武、民謡おどり、モデル撮影会、野点茶会、

お祭り広場などの楽し

いイベントが開催され

ます。ぜひ、お越しく

ださい。

問合せ

敦賀観光案内所

1２１ー８６８６

社
会
福
祉
課
　
1

22
・
８
１
２
４

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
の

窓
口
が
一
部
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
よ
り
、
次
の
窓
口
が
二
州

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
か
ら
敦

賀
市
（
社
会
福
祉
課
）
に
変
わ
り
ま
す
。

▼
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負

担
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
申
請

▼
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
相
談
、

助
言

※
な
お
、
医
療
的
な
相
談
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
二
州
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
対
応
し
ま
す
。

紙
お
む
つ
支
給
券
の

取
扱
店
を
募
集
し
ま
す

在
宅
の
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
が

「
要
支
援
」
以
上
の
方
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
）
支
給
事
業

で
す
が
、
そ
の
支
給
方
法
が
、
平
成
14
年

度
よ
り
現
在
の
立
替
払
い
方
式
か
ら
支
給

券
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
紙
お
む
つ
の
支
給
券
を
取

り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
象

市
内
で
大
人
用
紙
お
む
つ
を

取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
者

（
小
売
業
等
）

申
込
み

３
月
22
日
f

ま
で
に
、
社
会

福
祉
課
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
1

25
・
５
３
１
１

看
護
学
生
に
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す

看
護
師
・
准
看
護
師
の
養
成
施
設
へ

の
修
学
を
支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金
を

貸
与
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

将
来
、
敦
賀
市
内
で
看
護
師
等
と

し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
で

▼
敦
賀
市
立
看
護
専
門
学
校
に
在
学

す
る
学
生

▼
市
外
の
養
成
施
設
に
在
学
し
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
学
生
（
養
成

施
設
に
入
学
の
た
め
市
外
に
転
出

し
た
学
生
を
含
む
）

【
貸
与
額
】

☆
修
学
金
と
し
て

看
護
師
　
　
月
額
３
０，

０
０
０
円

准
看
護
師
　
月
額
１
５，

０
０
０
円

☆
入
学
準
備
金
と
し
て

▼
市
立
看
護
専
門
学
校
に
入
学
す
る

学
生
は
10
万
円

▼
右
記
以
外
の
学
生
は
修
学
金
月
額

の
２
倍
の
額

【
貸
与
期
間
】

正
規
の
修
学
期
間
と
し
、
申
請
の

あ
っ
た
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
入
学

準
備
金
は
入
学
年
度
の
４
月
申
請
者

に
限
り
ま
す
。

【
返
還
免
除
】

養
成
施
設
を
卒
業
後
、
１
年
以
内
に

看
護
師
等
の
免
許
を
取
得
し
、
市
内

で
看
護
師
等
と
し
て
貸
与
相
当
期
間

引
き
続
き
従
事
し
た
と
き
は
、
修
学

資
金
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
将
来
貸
与
条
件
に
合
わ

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
修
学
資
金
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
返
還
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
手
続
】

▼
市
立
看
護
専
門
学
校
生
は
同
校
事

務
局
で
受
け
付
け
ま
す

▼
他
の
学
生
に
つ
い
て
は
４
月
26
日

f

ま
で
に
、
所
定
の
書
類
（
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
と
、

合
格
証
明
書
の
写
し
、
ま
た
は
在

学
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
す
で
に
修
学
資
金
を
受
け
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
、
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

《
上
映
時
間
》

い
の
ち
・
地
球
・
大
移
動

▼
10
時
〜
　
　
▼
12
時
20
分
〜
　
　
　

▼
14
時
40
分
〜

ホ
ー
ン
テ
ッ
ド
・
キ
ャ
ッ
ス
ル

▼
11
時
10
分
〜
　
▼
13
時
30
分
〜

▼
15
時
50
分
〜

《
入
場
料
》

大
人
（
高
校
生
以
上
）
600
円

小
人
（
小
中
学
生
）

 300
円

幼
児
（
小
学
生
未
満
）

無
料

（
４
月
２
日

C

か
ら
）

２
Ｄ
映
画
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
･
ボ
デ
ィ
」

1

20
・
１
１
０
０
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健康管理センターURL < http://www.ton21.ne.jp/kenkou/ > E-mail（相談など） < kenkou@ton21.ne.jp >

健健康康管管理理セセンンタターーだだよよりり
申込み・問合せ　1２５ー５３１１

★ペン字・筆ペン講座（初級）
と　き 毎週火曜日（４月２日より開講）

★趣味の園芸（盆栽・草花の鉢植え）講座
と　き 毎月第２日曜日（４月１４日より開講）

※ いずれも
時　間 １３時３０分～１５時３０分
定　員 各３５人
受講料 無　料（ただし、教材の実費が必要）
申込み 中央公民館　1２５－８３１８

中中央央公公民民館館 講講座座受受講講生生募募集集！！
武
　
道
　
館
　
1

25
・
５
８
２
０

申
込
み

３
月
30
日
g

ま
で
に
武
道
館

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先

着
順
）

受
講
料

無
　
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保

険
料
と
し
て
450
円
が
必
要
）

平
成
14
年
度
　
敦
賀
短
期
大
学

科
目
等
履
修
生
お
よ
び

聴
講
生
の
募
集

科
目
等
履
修
制
度
・
聴
講
制
度
と
は
、

学
生
と
一
緒
に
短
大
の
授
業
を
受
講
す
る

も
の
で
す
。

科
目
等
履
修
制
度
が
定
期
試
験
に
合

格
す
れ
ば
単
位
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対

し
、
聴
講
制
度
は
単
位
の
認
定
は
さ
れ
な

い
点
が
異
な
り
ま
す
。

【
出
願
資
格
】

高
等
学
校
卒
業
者
、
ま
た
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
た
方

【
開
講
科
目
】

《
科
目
等
履
修
生
》

教
養
科
目

中
国
語
、
朝
鮮
語
、
ロ

シ
ア
語
、
英
会
話
1
、
心
理
学
な
ど

経
営
学
科
専
門
科
目

経
営
学
総

論
、
経
済
学
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
な
ど

日
本
史
学
科
専
門
科
目

歴
史
学
入

門
、
日
本
古
代
史
1
、
日
本
中
世
史

1
、
文
化
財
科
学
、
考
古
学
な
ど

《
聴
講
生
》

中
国
語
、
朝
鮮
語
、
ロ
シ
ア
語
、

経
営
学
総
論
、
経
済
学
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｔ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

論
、
歴
史
学
入
門
、
日
本
古
代
史

1
、
日
本
中
世
史
1
、
文
化
財
科

学
、
考
古
学
な
ど

【
出
願
受
付
】

科
目
等
履
修
生
は

３
月
15
日
f

〜
４
月
４
日
e

聴
講
生
は

３
月
15
日
f

〜
３
月
29
日
f

※

３
月
20
日
d

、
23
日
g

、
４
月
３

日
d

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※

今
回
の
出
願
受
付
は
通
年
お
よ
び
前

期
科
目
で
す
。
後
期
科
目
は
９
月

中
旬
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
・
募
集
要
項
お
よ
び
願
書
の
請
求

敦
賀
短
期
大
学
教
務
課

1
24
・
２
１
３
５

敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
き
ら
め
き
敦
賀
・
港
・
あ
つ
あ
つ
ス
ト

ー
リ
ー
」（
７
月
19
日
f

〜
22
日
b

、

金
ケ
崎
緑
地
と
そ
の
周
辺
で
開
催
予
定
）

に
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
の
提
供
、
ま
た
イ

ベ
ン
ト
出
場
な
ど
、
い
ろ
ん
な
形
で
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
、
熱
い
夏
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
！

意
見
・
ア
イ
デ
ア
募
集

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
対
し
て

「
こ
う
し
た
ら
ど
う
だ
」「
こ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
を
や
り
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と
で
参
加

し
た
い
」
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

★
勝
手
に

・

・

祭

と
　
き

７
月
20
日
g

と
こ
ろ

市
内
商
店
街
特
設
会
場

内
　
容

創
作
民
謡
踊
り

参
加
資
格

５
〜
30
人
程
度
（
性

別
・
年
齢
制
限
な
し
）

表
　
彰

個
人
賞
、
チ
ー
ム
賞
等

★
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

と
　
き

７
月
21
日
a

と
こ
ろ

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会
場
内
ス
テ
ー
ジ

内
　
容

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

部
　
門

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

ミ
ッ
ク
ス
の
部
（
中
学
生

以
下
と
高
校
生
以
上
の
混
合
）

参
加
資
格

人
数
・
性
別
・
年
齢
制

限
な
し
、
曲
目
・
ジ
ャ
ン
ル

は
自
由
、
時
間
は
５
分
以
内

表
　
彰

各
部
門
に
グ
ラ
ン
プ
リ
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
、
特
別
賞

※
企
画
内
容
は
諸
事
情
に
よ
っ
て
変
更

す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

募
集
締
切

い
ず
れ
も
４
月
30
日
c

問
合
せ
・
申
込
先

敦
賀
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

1

24
・
０
１
０
１
　
6

24
・
０
７
０
１

平成１４年度

柔道・剣道・なぎなた
初心者教室第1期生募集

Q

３
月
26
日
C

▼
10
時
〜
16
時

本
町
１
丁
目
商
店
街
東
側

Q

４
月
９
日
C

▼
10
時
〜
16
時

市
役
所
駐
車
場
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▼
介
護
保
険

の
取
材
で
お

会
い
し
た
森

本
さ
ん
は
、
圧
倒
さ
れ
る
ぐ
ら
い

前
向
き
な
方
で
し
た
。
介
護
す
る

こ
と
を
知
ら
な
い
者
に
と
っ
て
、

介
護
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
に
思

え
ま
す
が
、
森
本
さ
ん
か
ら
は
そ

ん
な
雰
囲
気
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
。
介
護
が
始
ま
っ
た
こ

ろ
は
さ
す
が
に
苦
労
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
置
か
れ

た
現
実
に
正
面
か
ら
向
か
い
、
そ

の
人
生
を
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
悩
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
自
分
に

は
、
森
本
さ
ん
が
と
て
も
大
き
く

見
え
ま
し
た
。
(T)

最
近
、
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
人
気
が
高
い
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
の
第
１
回
市
民
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
と
呼
ば
れ
る
羽
根
の
つ
い

た
シ
ャ
ト
ル
を
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で

打
ち
合
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
が
出

な
い
た
め
、
初
心
者
で
も
す
ぐ

に
ゲ
ー
ム
が
で
き
ま
す
。
当
日

は
、
初
め
て
経
験
す
る
人
も
い

て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
笑

い
声
の
飛
び
交
う
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

20

敦賀美方消防組合

３月２０日D～２６日C

謹んでお悔やみ申し上げます。
２月１日～２月２８日

（敬称略）

杉　箸　松井きみ子（8 0） 神楽１　東　　正男（8 6）

市野々２ 山本　　學（5 6） 大比田　中山　　博（8 2）

桜ケ丘　前田　芳一（7 2） 市野々１ 杉浦アヤ子（6 3）

川崎町　川船　正善（8 1） 中　　藤森　みつ（8 9）

松原町　柏原　しず（9 2） 栄新町　仲野田鶴子（7 1）

沓　見　山東　清治（4 8） 松葉町　橋本　　樹（6 6）

相生町　大良　秀雄（7 1） 岡山１　塚田　　博（8 6）

野　坂　堤　　房一（8 7） 平和町　林　　繁晴（3 3）

樫　曲　坂口　明子（6 4） 津内２　東藤繁太郎（9 1）

公文名　向川　清己（6 5） 三島２　川部　　榮（6 9）

原　　熊谷　妙子（7 7） 舞崎２　杉森ミツ子（7 8）

港　町　松永　満吉（9 0） 萩野町　吉岡　仲治（8 0）

泉ケ丘　三谷　い志（8 9） 泉ケ丘　石田　貞子（8 8）

深山寺　竹口　きみ（9 5） 三島３　前田小すみ（9 4）

長　沢　宮本　すゑ（8 9） 白銀町　青山ふみ子（7 6）

沓　見　上山　克巳（7 5） 五　幡　滝田こと子（8 6）

越　坂　山本　もと（7 8） 平和町　奥村權次郎（7 9）

莇生野　中川まさゑ（8 3） 栄新町　大原　　茂（8 1）

腐蝕（さび）や変形のある消火器

は絶対に使用しないでください。

ま た 、

廃棄する

場合は必

ず専門業

者に依頼

してくだ

さい。

お
詫
び
（
先
月
号
に
つ
い
て
）

▼
「
敦
賀
西
町
の
綱
引
き
」
の
記
事
の
中
で
、
夷
子
・
大
黒
両
神
が
練
り
歩

く
場
面
で
「
巡
幸
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
が
、「
巡
行
」
の
誤
り
で
す
。

▼
「
肥
満
を
解
消
し
よ
う
」
の
記
事
の
中
で
、
皮
下
脂
肪
型
肥
満
と
内
蔵
脂

肪
型
肥
満
の
断
面
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
表
示
が
逆
で
誤
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

＝たしかめて。

火を消してから次のこと＝

老朽消火器は危険物！


